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わたしたちはのじぎくクラブ兵庫の活動をサポートしています
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公益財団法人 兵庫県老人クラブ連合会 理事会名簿
�  【2024年 ( 令和６年 )10月15日現在】

役職名 氏　　　名 所属市町老連 属性（理事・監事となる根拠）
会　長 中村美津子 芦 屋 市 老 連 女性・若手委員会推薦

会長代理
（副会長） 鶴巻　勲夫 市 川 町 老 連 中播磨ブロック

副会長
古結　公司 西 宮 市 老 連 阪神南ブロック
小西　茂行 播 磨 町 シ ニ ア 連 東播磨ブロック
藤澤　昌彦 香 美 町 老 連 但馬ブロック

専務理事 本山　秀治 県老連本部

理　事 宮前エツ子 川 西 市 老 連 女性・若手委員会委員長
小西　郁男 丹 波 篠 山 市 老 連 女性・若手委員会副委員長

監　事 山下　光昭 加 西 市 シ ニ ア 連 北播磨ブロック
島垣　　晃 養 父 市 老 連 但馬ブロック

市町老連市町老連
会長研修会会長研修会

６
月
６
日
～
７
日
の
２
日
間
、神

戸
市
中
央
区
の
ホ
テ
ル
を
会
場
に
、

市
町
老
連
会
長
研
修
会
を
開
催
し
、

各
市
町
老
連
の
会
長
ほ
か
37
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

１
日
目
は
、県
老
連
の
事
務
局
長

か
ら
、全
老
連
が
実
施
し
た
「
老
人

ク
ラ
ブ
実
態
調
査
報
告
書
」
の
あ
ら

ま
し
に
つ
い
て
基
調
報
告
が
行
わ
れ
、

午
後
か
ら
は
、こ
の
基
調
報
告
に
基

づ
き
、各
会
長
が
７
つ
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
け
る

市
町
老
連
や
単
位
ク
ラ
ブ
の
実
状
を

踏
ま
え
た
情
報
や
意
見
交
換
な
ど
を

行
い
、そ
の
後
の
全
体
会
で
発
表
を
行

い
ま
し
た
。

２
日
目
は
、健
康
運
動
指
導
士
の

田
口
た
え
子
先
生
に
よ
る
「
シ
ナ
プ

ソ
ロ
ジ
ー
」（
普
段
と
は
異
な
る
動
作

等
で
脳
を
刺
激
し
活
性
化
さ
せ
る
手

法
）
の
実
演
指
導
の
後
、県
老
連
が

取
り
組
み
を
進
め
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

の
「
モ
ル
ッ
ク
」
の
実
習
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

全
老
連「

全
老
連「
老
人
ク
ラ
ブ
実
態
調
査
報
告
書
」に
関
す
る
情
報
・
意
見
交
換

老
人
ク
ラ
ブ
実
態
調
査
報
告
書
」に
関
す
る
情
報
・
意
見
交
換

◆7月5日
阪神南・阪神北ブロック
� 三田市総合福祉保健センター

◆7月12日
中播磨・西播磨ブロック
� たつの市福祉会館

◆7月18日
東播磨・北播磨・淡路ブロック�加古川
市総合福祉会館

◆7月26日
但馬・丹波ブロック
� 養父市八鹿老人福祉センター

７
月
い
っ
ぱ
い
を
か
け
て
、令
和

６
年
度
『
女
性
・
若
手
リ
ー
ダ
ー

研
修
会
』
を
、県
下
の
拡
大
４
ブ

ロ
ッ
ク
で
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
研
修
会
は
、市
町
老
連
の

女
性
・
若
手
リ
ー
ダ
ー
を
対
象
と

し
て
実
施
す
る
も
の
で
、①
研
修

の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、②
人
財

養
成
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
浅
見

真
一
氏
か
ら
、『
楽
し
い
！
老
人
ク

ラ
ブ
の
活
動
を
考
え
て
み
よ
う
！
』

を
テ
ー
マ
に
、参
加
者
同
士
の
関

係
づ
く
り
を
行
う
「
ア
イ
ス
ブ
レ
ー

キ
ン
グ
」
と
（
仮
想
）
万
博
会
場

の
集
合
場
所
選
定
実
習
を
通
し
た

「
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
」
に
よ
り
、グ

ル
ー
プ
運
営
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
の
役
割
や
考
え
方
を
学
ん

楽しい！老人クラブの楽しい！老人クラブの
活動を考えてみよう！活動を考えてみよう！

アイスブレーキングの様子アイスブレーキングの様子

会長あいさつ会長あいさつ

で
い
く
も
の
で
、す
べ
て
の
参
加
者

が
「
体
験
参
加
型
研
修
・
ふ
り
か

え
り
重
視
」
に
よ
る
研
修
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、研
修
当

初
、見
知
ら
ぬ
会
員
の
皆
さ
ま
と

な
か
な
か
馴
染
み
に
く
い
雰
囲
気

で
し
た
が
、先
生
の
指
導
す
る
ア

イ
ス
ブ
レ
ー
キ
ン
グ
以
降
は
、急

速
に
打
ち
解
け
、み
な
さ
ん
和
気

あ
い
あ
い
と
楽
し
い
雰
囲
気
で
研

修
を
終
え
ら
れ
ま
し
た
。

研
修
の
締
め
く
く
り
は
、健
康

運
動
指
導
士
の
田
口
た
え
子
先
生

に
よ
る
「
シ
ナ
プ
ソ
ロ
ジ
ー
」（
普

段
と
は
異
な
る
動
作
等
で
脳
を
刺

激
し
活
性
化
さ
せ
る
手
法
）
の
実

演
指
導
で
、皆
さ
ん
チ
グ
ハ
グ
な
動

き
に
な
り
な
が
ら
も
、大
い
に
脳

を
活
性
化
し
て
、大
変
盛
り
あ
が
っ

た
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

女性・若手リーダー研修会


